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I. はじめに 
「この男性はメノナイト？（Is this guy a Mennonite?）」「じゃ，彼女は？（How about her?）」 
アメリカのプロテスタント系のメノナイト教派機関である Mennonite Church USA（以下






















                                                          
* 鳥取大学地域学部地域文化学科 




































































































































































図 2 Mennonite Church USA の組織図 










































図 2 Mennonite Church USA の組織図 
図 1 主なメノナイト教派のサブグループ 





Lancaster Mennonite Conference(以下 LMC)であるが，その他のカンファレンス所属教会もある。



































186 地　域　学　論　集………………第 11 巻………………第…３…号（2015）…中 朋美：宗教的な寄付とコミュニティー 
ではなく，前もって寄付を準備するという計画性が強調されている。この点で，II で述べたその場
での自発的な寄付を重視する福音主義的教会の研究とは異なる。ここで見られる寄付の計画性の重









しも LMC の人に限定されたイベントではないが，ヒルサイド教会を含む多くの LMC の人々が参
加する。 
様々なセッションがあるスチュワードシップユニバーシティーであるが，その中には寄付に対す
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用法をあらかじめ取り決めたうえで寄付を集めていた。たとえば第１週は MCUSA への寄付，第 2
週はメノナイトミッション活動への寄付といった形である。しかし，これでは得た収入の 10 パー
セントは最初から神のもので捧げるためのものだという点がはっきりしない。そこでこの教会では，
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教会員との議論の上，毎週教会で集められた寄付の 10 パーセントを自動的に，教会の直接の上部







































図 3 10 パーセント寄付の例 



















































































図 4 ヒルサイド教会の寄付の 2 つの強調点の関係１ 








































は図 2 を参照）。 
図 5 ヒルサイド教会の寄付の 2 つの強調点の関係 2 




らなる MCUSA の中では意見が割れており，LMC も反対の立場を強く打ち出してはいない。ヒル
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の見解が垣間見られた。当時この勉強会では，教会員 10 名ほどが集まり，新約聖書にあるコリン


























































































































図 6 フェアビュー教会の寄付の強調点の関係 






















































4 たとえば Peifer (2010)。 
5 たとえば Iannaccone (1999), Stark and Finke (2000)など。 







8 Kraybill and Hostetter (2001)を参照。 
9 ここで用いるコメントやそのほかのデータは 2004 年から 2005 年にかけてと 2013，2014 年の夏季におこなっ
た現地調査（参与観察と個別，グループでの聞き取り調査）と関連資料の分析に基づく。 
10 たとえば箴言 3:9，レビ記 23:10-14 などでは収穫した初穂を神にささげることの記述がある。またレビ記
27:30-33，民数記 18:26 では収穫や仕事で得たものの十分の一は神のものであるとの記載がある。 
11 10 パーセントという設定は tithes (十分の一税)に由来しており，しばしばキリスト教会への寄付の目安とし
て用いられる。十分の一献金や十一献金などの名称で呼ばれることもある。 
12 このほかに，メノナイト教会関連書物でも一定の額をあらかじめ取り置き，寄付することの重要性が訴えら
れている場合がみられる。たとえば Miller (1991)。 
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